
【川の水は命 】
川の“水”は、私たちの生活にとって大変大切なもので、家庭
で使う飲み水、お風呂、トイレなどの生活用水、お米などを育
てる水、工場で使う水、魚などが住んでいる川の水、すべて
の動植物にとってなくてはならない“命”につながる大切なも
のです。
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【川＝河川 】 ・山、丘、水田、市街地などに降った雨は、

低い所、低い所にながれ、“川”となり、川と川が集まり、さ

らに大きな川となり、海に流れます。 水の旅はそれで終

わりでなく、海の水は、水蒸気となり、雲になり、また雨と

なって降り、循環しています。

かせん おか すいでん しがいち

海
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水防演習（すいぼうえんしゅう）

水源地

河口

下流

上流（さわ、けいりゅう、

とも言います）

中流

水はだいじなんだね！！、よごさないよう

に、大切に使わないといけないね。
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※ あおい字をあつめると、どんな言葉になるかなーー

雲

海
川

雨

水蒸気
すいじょうき

どんな長い川でも、どんな短い川でも、

上流、中流、下流に分けて呼びます、

一番高い所は、水源地、海に近い所は、

河口 とも言います。

水の循環（じゅんかん）

雲雲

雨が降って、小

さな水の流れが

できて、集まって

“川”となり、海に

流れ、蒸発して

また雲になり、雨

となり降ってくる

循環しているの

だね。
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上流の川の断面図

中流の川の断面図

下水処理場

農業用水・

上水道（生活用水）
じょうすいどう

海の高さ

川の流れの勾配

上流

中流
川は、下流では勾配がゆるく、ゆっくりと流れて,海の高さとなります。

川は、山の

中では非常

に早く流れ

ます。

川は、中流では

早く流れます。
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Ａ川の流域

Ｂ川の流域

Ｃ川の流域域

水門

樋管

樋管

樋管

樋管

河口堰

閘門

支川（しせん）

浄水場

下水処理場

堰

湖（みずうみ）または 川

河口堰（かこうぜき）は、海からの海水の侵入（しん
にゅう）をふせぎ、堰から上流の川を塩分の無い真

水（まみず）にして、上水道、農業用水、工業用水と

してつかう施設です。

閘門（こうもん）は、本川と支川の水位が違う場
合、水位をちょうせいして、船が通れるようにする

施設（しせつ）です。

水門（すいもん）は、大きな
支川の合流にあり、本川が

洪水の時、しめて支川に洪

水が行かないようにする施

設です。
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玉石（たまいし）
小石（こいし）

転石（てんせき）

砂利（じゃり）
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流域
左の図で、赤線でかこまれた

はんいが、Ａ川の流域といい

ます。赤線のことを流域界

（りゅういきかい）または、分水

嶺（ぶんすいれい）といいます。

堰（せき）は、川を堰き止
め上水や農水を取水する

施設です。

下流の川の断面図

【堤防・ていぼう】・堤防は、川の両側にあって、洪水
から人々の住んでいる所や、田畑を守るためにあり、洪水を

安全に海に流すために有ります。堤防は土で出来ていて“ど

て”とも言われます。

【右岸・左岸】・堤防は、下流に向って、右岸、左
岸と言います。

樋管（ひかん）は、支川から
本川への排水。上水、農水、

工業用水などの取水、排水、

のために堤防の中に作った施

設で、本川洪水の時は、とびら

を締めます。

工業用水

“川”は【治水・ちすい】 と 【利水・りすい】 と 【環境・かんきょう】 で管理（かんり）されています。

【治水】 治水とは、雨が多くふって“洪水”（こうずい）となった

時のために、堤防やダムを作り洪水が氾濫しないように、安

全に海に流すはたらきです。

【利水】 利水は、川の水を人々の飲み水など『生活用水』、お米や野菜など育てる『農業用水』、工場などで使う『工

業用水』、生活に必要な電気をおこす『発電用水』、などの管理をするしごとで、特に、雨が長く降らないと、川の水が

少なくなり“渇水”（かっすい）になります、そのためには、川の上流にダムを作り、水をためておき、必要な時に川に流し、

人々の生活に困らないようにするしごとです。 年間を通じて安定的に利用するためです。

【環境】 環境は、川を汚さないようにとか、魚の為とか、川の中（河川敷）でみんながあそべるような、せせらぎとか、

公園とか、サッカー場などを作る、はたらきです。

堤防とダムが

ある場合
堤防とダム

が無い場合

堤防
ダム

※ 【治水】・赤点線内、【利水】は黒点線

内、【環境】は緑点線内のしごとをします。

排水機場（はいすいきじょう）
は、支川の洪水を、ポンプで本

川に排水する施設です。

左岸 右岸

川の断面図

うがんさがん

てんば

ていすいろ

ていぼうしき

こだん

ていがいちていないち

こうすいしき

ていぼうしき

※黒二重線内と堤防とダムは河川
管理施設です。

樋管

樋管

よごれた水をきれいにして川

にもどす施設です。
.

川の水を飲めるようにき

れいにする施設です。

下流

砂

上流から下流を見た図

水源地（すいげんち）
川の一番高い所、川はここから始まり、小さな

川を集め、大きな川となり、海にながれます。



　

①

道の駅・川の駅・水の郷さわら 〒２８７－０００３ 千葉県

香取市佐原 イ ４０５１－３ ТEＬ ０４７８－５２－１１３８
河川協力団体 ： 水の郷さわら・川の駅 ガイド会
このパンフレットは（一社）関東地域づくり協会の助成金で

作成したものです。

Ｒ
５

１
水

郷
大

橋

香取神宮

横利根閘門

“維持管理”

“水防工法”

堤防の見回りを行います。 堤防の草刈りを行います。 船からも見回ります。

堤防は土で出来ているので洪水が堤防を越えると堤防はくずれます。洪水は堤防にしみこみ、堤防

の反対側からしみでて、堤防がくずれます。また、洪水の強い流れで堤防がけずられ壊われてしまい

ます。そのような時、堤防が壊れないように、守るのが水防工法です。

洪水が堤防をこえる時。 堤防が強い洪水にけずられた時。洪水が堤防にしみて、裏から出る時。

けずられたところをシートでお

おう。
洪水がふきでた所に土のうを半月

状に積み、水を貯めておさえる。

洪水が堤防をこえないように土

のうを積む。

【川の防災】

いじかんり

水防演習（すいぼうえんしゅう）

大雨の時、川の洪水を安全に海に流す為に堤防などを毎日点検しています。 また、洪水などで堤

防がきずついたときは水防工法をしますが、日頃からその練習もしています。

堤防が少しでも壊れていないか、毎日見回ります。堤防の草もかりとり強い草にそだてたり、川の中

を船で見回たりします。

すいぼうこうほう

ぼうさい

川の“水”は、人々を始め、すべての動植物にとって、なくてはならない大切なものです。「釣、ボート遊び」

「急な大雨による急な洪水」「堤防決壊による氾濫」などで、人命が失う事が有ります。“川”は大切なもので

す、“川”のことをみんなで学びましょう。
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水郷佐原あやめパーク


